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要　旨
中国政府は、2013 年 3 月 31 日に以下の発表を行なった。最初に上海市で 2名の重篤な肺炎の
臨床症状を示した患者が見つかり、本年 2月 19 日に入院して H7N9 鳥インフルエンザウイルス
感染によるものと診断された。発現した臨床症状は極めて重く、急性の肺炎を特徴とする。1名
は 3月 17 日に死亡した。その後、ヒトへの感染事例は拡散し、中国の主要な地域に発生が広がっ
ている。特に、大都市を中心とした人口密集地での罹患者の発生が大部分である。目下のとこ
ろ、ヒトからヒトへの明らかなウイルス伝達のあった事例は認められていない。本ウイルスは、
鳥類に対して激烈な病原性を示していない。
キーワード：鳥インフルエンザ、中国、H7N9 亜型、鳥類に対する低病原性、ヒトでの肺炎
はじめに
2013 年 3 月 31 日に、中国政府から鳥インフルエンザウイルスに感染して、重症な肺炎とそれ
に伴う死者の出た事が突如発表され、世界を驚かせた 9）。原因ウイルスは、これまでアジアを
中心に猛威を振るってきた H5N1 亜型ウイルスではなく、これまでほとんど知られていなかっ
た H7N9 であった。1997 年、ホンコンに出現して全アジア、ヨーロッパ、アフリカにまで拡散
した H5N1 ウイルスばかりに、この 16 年間関心が集中していた。
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しかし、19 世紀末から 20 世紀初頭まで世界中に蔓延した「家禽ペスト」（現在名は高病原性
鳥インフルエンザ）の原因ウイルスの亜型は、H7 であった。国内に現存する当時の高病原性鳥
インフルエンザウイルスの亜型も H7N7 である。このウイルス株は、1925 年に千葉県のニワト
リから分離されたもので、感染力を保ったまま残されている唯一のものである。鶏に対する激
烈な病原性は保たれている。
著者等の一人の大槻も、1970 年代に山陰地方に飛来する渡り鳥をターゲットとした鳥インフ
ルエンザの研究に着手したが、H5 亜型ウイルスよりも H7 亜型ウイルスに強い関心を持ち続け
ていた。実際に、低病原性ではあったが、頻繁に渡り鳥（カモ類及びコハクチョウ等）から H7
ウイルスが分離された 11）。したがって、アジアには、H7 亜型ウイルスを保有している渡り鳥が
多く分布している可能性を考えていたので、今回、中国に H7 亜型ウイルスが出現した事は特
別な現象が起きたとは考えにくかった。
H5 亜型ウイルスについては、1983 年 11 月にアメリカのペンシルバニア州で、H5N2 ウイル
スによる高病原性鳥インフルエンザの発生があって、初めて H5 亜型ウイルスの重要性に着目
した。このウイルスは、出現した当初弱毒であったが、養鶏場でニワトリへの感染を繰り返す
間に強毒化したことが判明している。その後、1994 年に、メキシコで弱毒 H5N2 亜型ウイルス
が出現したが、このウイルスも強毒化している。
一方、2013 年 4 月に前倒しで施行された「新型インフルエンザ特別措置法」では、鳥インフ
ルエンザウイルスがヒトにたまたま感染したことを想定されて作られたものではない。ヒトか
らヒトへ爆発的にウイルスが感染する新型インフルエンザウイルスの出現が認められた場合の
法律である。本法においては、新型インフルエンザと鳥インフルエンザは別の疾病である。し
たがって、2013 年に中国で起きている鳥インフルエンザウイルスのヒトへの感染事例は、新型
インフルエンザが出現してヒトに蔓延しているのとは異なるもので、特別措置法にはなじまな
い。
中国における発生状況
中国政府から発表されているウイルス感染者の多くは、H7N9 亜型鳥インフルエンザウイル
スに感染して発病し、重症化あるいは死亡しているものに限定されている。軽症で済んでしまっ
た感染例、あるいは不顕性感染事例についての詳細は、一部をのぞいて不明のまま残されてい
る。したがって、中国におけるヒトの鳥インフルエンザ発生状況の全貌については不明のまま
今日に至っている。
中国政府の発表では、最初に上海市で 2名の重篤な肺炎の臨床症状を示した患者が見つかり、
本年2月19日に入院してH7N9鳥インフルエンザウイルス感染によるものと診断されたようで
ある。1名は 3月 17 日に死亡しているが、この発表は 3月 31 日になされた。約 2週間のブラン
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クがある。その後、ヒトへの感染事例は拡散している。5月 29 日現在の状況は表 1に示す通り
である。中国の主要な地域に発生が広がっている。北京市や上海市、南京市、杭州市、蘇州市
のような大都市を中心とした人口密集地での罹患者の発生が大部分であることが大きな特徴と
なっている。また、台湾から福建省に出張したヒトの罹患例もある。この場合、台湾に戻って
から発病している。さらに、家族内感染を疑われる事例も発生している。しかし、ヒトからヒ
トへの明らかなウイルス伝達のあった事例は認められていない。養鶏関係者の H7N9 ウイルス
抗体保有率も極めて低いという報告もある 1）。
中国政府からの発生報告では、出現している臨床症状は、すべて急性で重症の肺炎であり、発
生の認められた当初は、死亡数が感染例数に比べて著しく高かったが、次第に死亡率は下がっ
ている。しかし、完全に回復するのは容易ではなく、極めて困難な状況にある 4）。
行政当局は鳥インフルエンザの発生のあった都市を始めとする、ほとんどの都市の市場を閉
鎖した。その結果、H7N9 ウイルスのヒトでの感染は激減した 5）。
一方、依然として H5N1 亜型鳥インフルエンザウイルスは、中国国内に分布しており、発生
を続けている（図 4）。H7N9 ウイルスと H5N1 ウイルスの両亜型ウイルスが中国国内に広く混
在している。両ウイルスが、中国国内のみならずアジア全体で、今後どのような動きを見せる
のか、目の離せない状況が継続する。
台湾においても、低病原性である H5N2 鳥インフルエンザウイルスの侵入が 2003 年に認めら
れたが、台湾農業行政院の実施した防疫対策にもかかわらずこのウイルスは台湾全土に拡散し
て定着した。そして、2011 年暮れには高病原性鳥インフルエンザウイルスに変異して現在でも
発生が続いている。図 5に 2012年以降の発生状況を示した。日本国内への侵入が懸念されてい
る。
今回の原因となっている H7N9ウイルスの特徴
最新のデータでは、今回の H7N9 亜型鳥インフルエンザウイルスは、最初 3種類の鳥インフ
ルエンザウイルスの遺伝子再集合体と考えられていたが 8）、ウイルス内部遺伝子が 2種類の鶏
由来の H9N2 ウイルスから成り立っていることが判明している（図 1）10）。明らかにヒトからヒ
トへウイルスの伝達があったという、ヒト→ヒト感染は確認されていないが、明らかになった
分子レベルでのウイルス性状の解析から、いくつかの可能性が示された。たとえば、ヒトから
分離された H7N9 ウイルスは、通常の鳥インフルエンザウイルスに比べて、ヒトに感染しやす
いウイルスの性状を獲得していた事、すなわち、フェレットからフェレットへのウイルス伝達
は成立する。また、ヒトの呼吸器粘膜上に存在するインフルエンザウイルスレセプター（付着
部位）を、容易に認識できる性質を獲得する一歩手前まで進んでいる、ということ等が判明し
た。さらに僅かな変異が起これば、鳥インフルエンザウイルスから人インフルエンザウイルス
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に変わり得る危険度の高いウイルスである。
H7N9 鳥インフルエンザウイルスのヒトへの感染事例数は爆発的に増加していない。すなわ
ち、原因ウイルスは典型的な鳥インフルエンザウイルスの状態を維持している。
本ウイルスの最大の特徴は、鳥類に対する激烈な病原性を持たない、弱毒のウイルスである
ことにある。すなわち、本ウイルスの家きん類、水きん類における感染の摘発が非常に困難で
ある。
さらに、抗インフルエンザウイルス薬に感受性を示していた H7N9 ウイルスが、重症化して
入院している感染発病者にタミフルを連続して投薬したところ、投薬開始後 2日目にはタミフ
ル感受性を示していたウイルスが、投薬 9日目に分離されたウイルスは抵抗性を示していたこ
とも判明している 6）。しかし、今のところ、H7N9 ウイルスは、ヒトからヒトへの感染はほとん
どないとされているので、このタミフル耐性ウイルスが、ヒトの間で広く拡散する可能性は高
くない。
ウイルス感染源
本病発生当初、重症化した罹患者の多くは直接鳥類に接触した事がないとされていた。しか
し、鳥類との接触がなくてヒトが鳥インフルエンザに罹患する可能性は極めて低い。中国の大
都会で起きているウイルス感染の場は、食材の各種動物（各種鳥類、ほ乳類）が生きたまま販
売されている市場（Live bird marketあるいは生鳥市場）である可能性が最も高い 2）（図 2）。こ
のような市場は、日本を除くアジア全ての国々に無数に存在するもので、アジアの一種の食文
化となっている。中国のすべての大都会にも多数存在している。冷凍庫あるいは冷蔵庫を保有
できない人々が多く暮らしてきたアジア各国にとっては、新鮮な動物性タンパクの食材を供給
する必須な施設として存在し続けてきた。この様な市場は、アジアからの移民の多く暮らすア
メリカ東海岸にも多く存在して、鳥インフルエンザウイルス汚染の温床になっていることは、良
く知られている。
多くの人が買い物に訪れるこのような市場の中の狭い空間に、食材となる生きたままの各種
鳥類、ほ乳類が陳列されている。家きん類や水きん類の羽毛やフケが飛び交う環境であり、鳥
類に直接触れなくても、市場内に行くか、市場の近くを通りかかるだけで、ウイルスの感染を
受ける危険性が生ずる。
この様な市場で販売されている各種動物は、近郊の農村から搬入されて、市場に陳列されて
いることを考慮すれば、H7N9 ウイルスの供給元は、このような市場ではなく、ヒトでの症例
の発生している大都会近郊の農村部、特に家きん類、水きん類が多数飼育されている地域であ
ることが容易に推察できる。
ヒトでの発生地域の広がりから、H7N9 ウイルスは、中国の主要な家きん類、水きん類生産
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地域にすでに広く分布してしまったことが伺われる。市場でのニワトリ等からのウイルス分離
状況から（図 3）、本ウイルスは、鳥インフルエンザウイルスの本来の宿主ではないニワトリあ
るいはハトに対する高い感染力を獲得していることが予測できる。したがって、ウイルスは最
近出現したものではなく、ヒトでの発生の報告されている地域以上に広範に中国の農村部に拡
散している可能性が高い。
中国における今後の見通し
現在のところ、H7N9 ウイルスは、先述した様に、鳥類に対してほとんど致死性を持たない
低病原性鳥インフルエンザウイルスである。しかし、ニワトリからニワトリへの感染を続けて
いる間に高病原性鳥インフルエンザウイルスに変異して大きな被害を与える可能性は極めて高
い。ヨーロッパでも、弱毒の H7 亜型鳥インフルエンザウイルスが、養鶏場でニワトリからニ
ワトリへの感染を続ける間に強毒化して、大きな損害を与え、ヒトへの感染も起こした事例が
ある。
中国家畜衛生行政が、H7N9 ウイルスが汚染している家きん類、水きん類生産地域を早急に
割り出す事が必須である。本ウイルスは、鳥類に対する高い致死性を持たないため、家きん類、
水きん類からのウイルス分離を行うか、H7N9 ウイルス抗体保有状況を検査するのが最善の方
策であろう。中国家畜衛生行政が徹底的な防疫対策をとり、ウイルスの封じ込めに成功すれば、
H7N9 ウイルスも野外において消滅に向かう事が期待できる。その結果、ヒトへの感染事例も
激減して、ヒトでの発生を早期に終息させることが期待できる。
しかし、ウイルス封じ込めに失敗すれば、H7N9 ウイルスは高病原性化して、H5N1 鳥インフ
ルエンザウイルスのように、中国からアジア全域に拡散し、長い間莫大な損害を各国の家きん
産業に与えることが懸念される。この様な、高病原性を獲得した H7N9 ウイルスがヒトに対し
てどのような種類の病原性を示すか予測がつかない。
著者らの一人大槻らは、1983 年 11月に島根県安来市郊外の飯梨川河口の三角州で採取したコ
ハクチョウの糞から、低病原性の H5N3 鳥インフルエンザウイルスを分離した。そのウイルス
を 29代 SPFヒナで累代継代したところ、典型的な高病原性鳥インフルエンザウイルスに変わっ
てしまった 7）。分離当初のウイルスはほ乳類であるマウスに点鼻接種したところ、全臓器でウ
イルスは増殖し、肺炎を起こした。ところが、高病原性を獲得したウイルスは、マウスに対し
て強い神経親和性を獲得したが、呼吸器以外の臓器でのウイルス増殖性は認められないという
興味深い実験成績を得た 12）（表 2）。
すなわち、同じウイルス株でも、鳥類に強い病原性を獲得した鳥インフルエンザウイルスの、
ほ乳類に対して示す強い神経好性と旺盛な脳の細胞での増殖性という病原性と、弱毒の鳥イン
フルエンザウイルスの示す血流を介して全身感染を起こすという病原性は質的に異なる場合が
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あることを認識する必要がある。
したがって、高病原性を獲得した H7N9 ウイルスが、ヒトに対して重篤な肺炎を起こすとい
う現在の病原性を維持するか別の病原性を示すようになるのか分からない。
また、ヒト→ヒト感染を容易に起こす人インフルエンザウイルスに変異し、さらに変異を重
ね、新型インフルエンザの原因ウイルスになり、全世界に大きな人的及び経済的損害をもたら
すことも考慮しておかねばならない。
日本国内での防疫対策
中国国内のみで起きている鳥インフルエンザであるため、根本的な対策をとる事は不可能で
ある。しかし、以下の対策は考えておかねばならない。
1．養鶏場での防疫対策とモニタリングの強化
上海での最初のヒトでの H7N9 ウイルス感染が確認されたのは、2013 年 2 月 19 日であった。
したがって、それ以前に、上海近郊の家きん類、水きん類が多数飼育されている農村地帯には、
H7N9 ウイルスが家きん類、水きん類に広く分布していた可能性が高い。その地域を通って北
帰行し、シベリアあるいは中国東北部の営巣地に到着する前に日本に立ち寄った渡り鳥のいた
可能性は高い。実際に、2008 年 4 月に十和田湖から北帰行する直前のオオハクチョウが、南方
から北帰行中の渡り鳥に接触して、H5N1 鳥インフルエンザウイルスに感染して死亡した事例
があった。幸い、ウイルスは国内の養鶏場に侵入した形跡は認められなかった。したがって、今
回も、渡り鳥→在来野鳥→養鶏場というルートでウイルスが持ち込まれた可能性を否定するき
め細かな全国的な調査が必要である。また、現在取られている防疫対策の再確認と強化も必要
である。
2．検疫の強化
H7N9 ウイルス感染者が国内に入国しても、現在のところヒト→ヒト感染は証明されていな
いので、ヒトを介して国内でのヒトへのウイルスの拡散する可能性は高くはない。しかし、衣
服あるいは荷物の検査及び消毒の強化は非常に重要である。
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図 1　H7N9 亜型鳥インフルエンザウイルスの由来（Liu et al., Lancet, 2013）
78 中国で発生した低病原性鳥インフルエンザ（H7N9）
図 2　ホンコンの生鳥市場（Live bird market）．1997 年 H5N1 鳥インフルエンザ発生時
鳥取大学農学部　伊藤壽啓教授提供
 大槻　公一・高桑　弘樹・藪田　淑予・庄司　早希・山岡　敏之 79
᪂
␩
䜴
䜲䜾
䝹
⮬
἞
༊
 
㞼
༡
┬
 
䝏
䝧
䝑䝖
⮬
἞
༊
 
⏑
⢔
┬
 
㟷
ᾏ
┬
 
㈗
ᕞ
┬
 
Ụ
す
┬
 
ᅄ
ᕝ
┬
 
Ụ
⸽
┬
 
⚟
ᘓ
┬
 
ᗈ
ᮾ
┬
 
ᾏ
༡
┬
 
ᗈ
す
䝏
䝽
䞁
᪘
⮬
἞
༊
 †
༡
┬
 
㯮
㱟
Ụ
┬
 
ෆ
ⵚ
ྂ
⮬
἞
༊
 
໭
ி
ᕷ
 
㤶  
 
ኳ
ὠ
ᕷ
 
ୖ
ᾏ
ᕷ
 
⃧ 㛛
 
Ἑ
໭
┬
 
ᒣ
す
┬
 
Ἑ
༡
┬
 
†
໭
┬
 
㔜
៞
ᕷ
 
Ᏻ
ᚯ
┬
 ύ
Ụ
┬
 
ᒣ
ᮾ
┬
 
ᑀ
ኟ
ᅇ
᪘
⮬
἞
༊
 旽
す
┬
 
ྜྷ
ᯘ
┬
 
㑈
ᑀ
┬
 
ሗ
࿌
㻌
㻔᪥
௜
㻕㻌
Ⓨ
⏕
᪥
㻌
Ⓨ
⏕
ᆅ
ᇦ
㻌
Ⓨ
⏕
ሙ
ᡤ
ヲ
⣽
㻌
᳨
య
㻌
䐟
㻌
ึ
ሗ
㻌
䠄㻠
㻛㻠
䠅㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ୖ
ᾏ
ᕷ
ᯇ
Ụ
༊
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㬀
䚸㭜
䚸⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐠
㻌 ⥆
ሗ
㻝㻌
㻔㻠㻛
㻡㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ୖ
ᾏ
ᕷ
㛬
⾜
༊
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㬀
䚸㭜
䚸⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐡
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ୖ
ᾏ
ᕷ
㛬
⾜
༊
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
䚸⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐢
㻌 ⥆
ሗ
㻞㻌
㻔㻠㻛
㻝㻜
㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ᏻ
ᚯ
┬
ྜ
⫧
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
䛒
䜂
䜛
㻌
䐣
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
⸽
┬
ᖖ
⇍
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐤
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
⸽
┬
㧗
㒑
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐥
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
⸽
┬
㧗
㒑
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐦
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ύ
Ụ
┬
†
ᕞ
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
䛒
䜂
䜛
㻌
䐧
㻌 ⥆
ሗ
㻟㻌
㻔㻠㻛
㻝㻢
㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
⸽
┬
༡
ி
ᕷ
㻌
⛙
Ὶ
༊
㻌
㬀
䠄㔝
⏕
䠅㻌
䐨
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ύ
Ụ
┬
†
ᕞ
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
ᐙ
䛝䜣
䈜
㻞㻌
䐩
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ύ
Ụ
┬
†
ᕞ
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
ᐙ
䛝䜣
䈜
㻞㻌
䐪
㻌⥆
ሗ
㻠㻌
㻔㻠㻛
㻞㻞
㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
⸽
┬
༡
㏻
ᕷ
㻌
㎰
ሙ
㻌
㬀
㻌
䐫
㻌 ⥆
ሗ
㻡㻌
㻔㻠㻛
㻞㻠
㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
Ἑ
༡
┬
㛤
ᑒ
ᕷ

⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐬
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ύ
Ụ
┬
㔠
⳹
ᕷ
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
ᐙ
䛝䜣
䈜
㻞㻌
䐭
㻌⥆
ሗ
㻢㻌
㻔㻠㻛
㻞㻢
㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ύ
Ụ
┬
ᮺ
ᕞ
ᕷ
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐮
㻌 ⥆
ሗ
㻣㻌
㻔㻡㻛
㻡㻕㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ᗈ
ᮾ
┬
ᮾ
ⳏ
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐯
㻌
㻠 ᭶
㻠᪥
㻌
Ụ
す
┬
༡
ᫀ
ᕷ
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
䐰
㻌
㻠᭶
㻠᪥
㻌
ᒣ
ᮾ
┬
Ჱ
Ⲯ
ᕷ
㻌
⏕
㫽
ᕷ
ሙ
㻌
⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐱
㻌⥆
ሗ
㻤㻌
㻔㻡㻛
㻥㻕㻌
㻡᭶
㻥᪥
㻌
⚟
ᘓ
┬
⚟
ᕞ
ᕷ
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
⎔
ቃ
䈜
㻝 㻌
䐲
㻌⥆
ሗ
㻥㻌
㻔㻡㻛
㻞㻝
㻕㻌
㻡᭶
㻞㻜
᪥
㻌
ᗈ
ᮾ
┬
ቑ
ᇛ
ᕷ
㻌
ᕷ
ሙ
㻌
㭜
㻌
ͤ
ฟ
඾
䠖O
IE
 W
AH
ID
௚
㻌䠄
⥆
ሗ
8䜎
䛷
䛿
20
13
ᖺ
5᭶
11
᪥
᫬
Ⅼ
䛾
᝟
ሗ
䛻
ᇶ
䛵
䛟䠅
 
㻌᭦
᪂
Ⅼ
䠖⥆
ሗ
9䛾
㏣
ຍ
䚹 
ͤ
1䠖
ᐙ
䛝䜣
௨
እ
䛾
⎔
ቃ
䝃
䞁
䝥
䝹
䛛
䜙䛾
᳨
ฟ
 
ͤ
2䠖
୰
ᅜ
㎰
ᴗ
㒊
䛾
බ
⾲
㈨
ᩱ
䛷
䛿
䛂㭜
䛃䛸
䛥䜜
䛶
䛔
䜛
 
20
13
ᖺ
5᭶
21
᪥
⌧
ᅾ
 
䠖ື
≀
䛛
䜙䛾
᳨
ฟ
 
䠖⎔
ቃ
䝃
䞁
䝥
䝹
䛾
䜏
 
䐣
 䐟
䐠
䐡
 
䐢
 
䐤
䐥
 
䐦
䐨
䐩
 
䐧
 
䐪
 
䐫
 
䐬
 
䐭
 
䐮
 
䐯
 
䐰
 
䐱
 
䐲
 
㎰
ᯘ
Ỉ
⏘
┬
図
3
　
中
国
に
お
け
る
低
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
H
7N
9）
の
発
生
状
況
　
20
13
年
4
月
～
80 中国で発生した低病原性鳥インフルエンザ（H7N9）
㎰ᯘỈ⏘┬
表 2　強毒化 H5N3 鳥インフルエンザウイルスを鼻腔内接種したマウスからのウイルス分離
図 4　中国における高病原性鳥インフルエンザ（H5N1）の発生状況　2007 年 1 月～
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Low pathogenic avian influenza (H7N9) occurring in China
Koichi OTSUKI
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Abstract
Severe cases by avian influenza A (H7N9) virus infection in humans are continuing in eastern 
China since February 2013 and were characterised by rapidly progressive pneumonia, respiratory 
failure and fatal outcomes. In total more than 130 human cases are reported and 31 fatal. The H7N9 
influenza viruses are not highly pathogenic against fowls although these viruses have been isolated 
from not only domestic ducks but also chickens and pigeons sold in the live bird markets located in 
the big cities.
 Keywords: Avian influenza, China, subtype H7N9, low pathogenicity for birds, pneumonia in 
human case
